
７
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
、
登
別
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
で

『
わ
く
わ
く
広
場
の
ぼ
り
べ
つ
２
０
１
６
』
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
空
の
も
と
、
登
別
オ
ニ
ッ
コ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

の
演
奏
と
共
に
開
幕
し
、
温
泉
の
湯
が
流
れ
る
『
ス
パ

ス
ラ
イ
ダ
ー
』
や
毎
年
定
番
の
『
わ
く
わ
く
列
車
』
で

は
子
ど
も
の
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
前
に
は
常
に
た
く
さ
ん
の
人

が
い
る
な
ど
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
17
日
㈰
は
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
２
日

間
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
来
場

者
は
思
い
思
い
に
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
広
場
の
ぼ
り
べ
つ
２
０
１
６

定
番
の
催
し
で

夏
を
満
喫

▲�露店で買ったおいしい食べ物を片手に、ステージイベントを楽し
む来場者

７
�16・1７

７
� ７

▲�救助した登山者をヘリコプターから搬送する北海道防災航空
隊員

７
月
７
日
㈭
、
北
海
道
と
市
は
、
山
岳
地
で
の
要
救

助
者
の
救
命
率
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
鷲
別
岳

で
負
傷
し
た
登
山
者
を
北
海
道
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
搬
送
す
る
山
岳
救
助
合
同
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

同
訓
練
で
は
、
市
の
山
岳
救
助
隊
が
現
場
に
出
動
し
、

要
救
助
者
を
発
見
後
、
札
幌
の
北
海
道
防
災
航
空
室
に

同
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
を
要
請
。
川
上
公
園
に
設
け

た
指
揮
本
部
に
着
陸
後
、
待
機
し
て
い
た
救
急
隊
に
要

救
助
者
を
引
き
渡
す
な
ど
、
通
信
指
令
室
へ
の
応
援
要

請
要
領
や
山
岳
救
助
隊
と
の
各
種
連
携
に
つ
い
て
確
認

し
合
い
、
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

山
岳
救
助
合
同
訓
練

機
敏
に
対
応
し
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

負
傷
者
を
救
出

７月１日㈮、市民
会館で『登別市デン
マーク友好都市中学
生派遣交流団結団式』
（市主催）を開催し
ました。
この事業は、市内

の中学生に、友好都
市である『デンマー
ク王国ファボー・ミ
ッドフュン市』で５
泊のホームステイを
体験してもらうなど、

日本とは違った生活や文化を通じて、豊
かな人間性と広い視野を育むことを目的
に行っています。
派遣交流団の生徒８人は、結団式で、

「食文化について学びたい」など、デン
マークの訪問に向けて思いを一言ずつ発
表し、期待に胸を高鳴らせました。

７月４日㈪、緑陽中学校で『第66回社会を明るくす
る運動メッセージ伝達式』（同運動登別地区推進委員
会主催）が開催されました。
この運動は、犯罪や非行を犯した人たちの立ち直り
を地域で支え、犯罪や非行のない安全・安心な地域社
会を築くことを目的として全国的に行われ、７月を強

調月間としています。
伝達式では、青葉
小学校、富岸小学校、
緑陽中学校の各代表
の児童生徒が、いじ
めの撲滅など、自分
たちにできる明るい
社会の取り組みにつ
いて誓いの言葉を述
べました。

第66回社会を明るくする運動メッセージ伝達式

登
別
市
デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団
結
団
式

７
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７
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できることから始めよう 海
外
を
知
り
、
日
本
を
知
る

▲�仲間と共に明るい社会づくりの実現を
誓う佐

さ

々
さ

木
き

琉
りょう

真
ま

くん（緑陽中学校３年
生）（中央）

▲�デンマークに対する
思いを発表する派遣
交流団の一人、森

もり

川
かわ

海
かい

輝
き

くん
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